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(57)【要約】
【課題】再生装置における再生制御と出力装置における
音量制御とを簡易な操作で行うことが可能な再生装置、
出力装置、及び再生システムを提供する。
【解決手段】本発明のＢＤレコーダ１は、声信号に基づ
いて音声を出力するテレビ装置２を接続するよう構成さ
れたデジタル接続端子１８と、テレビ装置２に対する制
御信号をデジタル接続端子１８を用いて送信する信号送
出部１１ｂと、を有する。またＢＤレコーダ１は、コン
テンツの再生中に戻し再生指示を検知した場合に、コン
テンツの再生箇所を再生方向の逆方向へ移動させ、テレ
ビ装置２の出力音量を変更する制御信号をテレビ装置２
へ送信するよう信号送出部１１ｂを制御する再生制御部
１１ｄを有する。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　再生情報を再生して音声信号を出力する再生装置であって、
　前記音声信号に基づいて音声を出力する出力装置を接続するよう構成された接続部と、
　前記出力装置に対する制御信号を前記接続部を用いて送信する信号送出部と、
　前記再生情報の再生中に戻し再生指示を検知した場合に、前記再生情報の再生箇所を再
生方向の逆方向へ移動させ、前記出力装置の出力音量を変更する制御信号を前記出力装置
へ送信するよう前記信号送出部を制御する再生制御部と、を有すること
　を特徴とする再生装置。
【請求項２】
　前記再生制御部は、前記再生情報の戻し再生開始位置から前記戻し再生指示を検知した
位置までを再度再生する期間中、前記出力装置が変更後の出力音量で音声を出力するよう
前記信号送出部を制御すること
　を特徴とする請求項１に記載の再生装置。
【請求項３】
　前記再生制御部は、前記再生情報の戻し再生開始位置から前記戻し再生指示を検知した
位置までを再度再生する期間が終了すると、前記出力装置の出力音量を変更前の出力音量
へ戻すよう前記信号送出部を制御すること
　を特徴とする請求項２に記載の再生装置。
【請求項４】
　前記再生装置は、音声信号の音量を検出する解析部を有し、
　前記再生制御部は、前記戻し再生指示を検知した場合に、前記解析部により検出された
前記音量に基づいて前記再生情報の再生箇所を移動させること
　を特徴とする請求項１～請求項３のいずれかに記載の再生装置。
【請求項５】
　前記再生制御部は、前記戻し再生指示を検知した場合に、前記解析部により検出された
前記音量に基づいて、前記制御信号により変更する前記出力音量の変更量を決定すること
　を特徴とする請求項４に記載の再生装置。
【請求項６】
　前記解析部は、前記再生情報の音量と所定の閾値とを比較し、
　前記再生制御部は、前記比較の結果に基づいて、前記再生情報の再生箇所を再生方向の
逆方向へ移動させる移動量を決定し、前記比較の結果に基づいて、前記制御信号により前
記出力音量を増加させる増加量を決定すること
　を特徴とする請求項４または請求項５に記載の再生装置。
【請求項７】
　前記再生装置は、集音装置、または前記集音装置を接続するよう構成された接続端子を
有し、
　前記解析部は、前記再生情報に基づいて生成される音声信号の音量と前記集音装置が集
音した音声の音量とを比較し、
　前記再生制御部は、前記戻し再生指示を検知した場合に、前記集音装置を用いた前記比
較の結果に基づいて、前記再生情報の再生箇所を移動させること
　を特徴とする請求項４～請求項６のいずれかに記載の再生装置。
【請求項８】
　前記再生装置は、操作部を有し、
　前記再生制御部は、前記操作部に対する所定操作が検知された場合、または前記接続部
を介して所定の制御信号を受信した場合に、前記戻し再生指示を検知したと判定し、前記
再生情報の再生箇所の移動、及び前記出力装置の出力音量を変更する制御信号の送信制御
を行うこと
　を特徴とする請求項１～請求項７のいずれかに記載の再生装置。
【請求項９】
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　前記再生装置は、前記再生制御部により変更される前記再生情報の再生箇所の移動量、
または再生制御部により変更される前記出力装置の出力音量の変更量を受け付ける設定部
を有し、
　前記再生制御部は、前記設定部により受け付けられた内容に基づき、前記再生情報の再
生箇所の移動、または前記出力装置の出力音量を変更する制御信号の生成を行うこと
　を特徴とする請求項１～請求項８のいずれかに記載の再生装置。
【請求項１０】
　前記接続部は、ＨＤＭＩ（High-Definition Multimedia Interface）端子を有し、
　前記再生制御部は、ＣＥＣ（Consumer Electronics Control）に基づいて、前記出力装
置の出力音量を変更する制御信号を送信するよう前記信号送出部を制御すること
　を特徴とする請求項１～請求項９に記載の再生装置。
【請求項１１】
　請求項１に記載の再生装置と、
　前記再生装置を接続するよう構成された、前記再生装置より前記音声信号が入力されて
音声を出力する出力装置と、を有すること
　を特徴とする再生システム。
【請求項１２】
　音声信号が入力されて音声を出力する出力装置であって、
　再生情報を再生して音声信号を出力する再生装置を接続するよう構成された接続部と、
　前記再生装置に対する制御信号を前記接続部を用いて送信する制御部と、を有し、
　前記制御部は、戻し再生指示を検知した場合に、前記再生装置が再生する前記再生情報
の再生箇所を再生方向の逆方向へ移動させる制御信号を前記接続部を用いて前記再生装置
へ送信し、前記出力装置の出力音量を変更すること
　を特徴とする出力装置。
【請求項１３】
　請求項１２に記載の出力装置と、
　前記出力装置を接続するよう構成された、再生情報を再生して音声信号を出力する再生
装置と、を有すること
　を特徴とする再生システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、再生情報から音声信号を生成する再生装置、音声信号に基づいて音声を出力
する出力装置、及び再生装置と出力装置とを含む再生システムに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　近年、光ディスク等に記録されたデジタルコンテンツを再生してデジタル音声信号を生
成する再生装置として、例えばＢＤ（Blu-lay Disc：登録商標）プレイヤーやＤＶＤ（Di
gital Versatile Disc）プレイヤーが実用化されている。また、このデジタル音声信号が
入力されて音声を出力する出力装置として、例えばデジタルテレビが実用化されている。
【０００３】
　特にデジタル方式の再生装置や出力装置では、画像／音声信号を入出力するだけではな
く、様々な制御信号を装置間で送受信することにより、再生制御や音量制御等を装置間で
行う機能を有するものがある。
【０００４】
　上記に関連して特許文献１には、再生装置の周辺環境の変化をセンサーにより検出し、
コンテンツの再生中に周囲の音や光等の変化があった場合にコンテンツの再生箇所を記録
し、ユーザーが再視聴キーを押した場合に、記録した再生開始位置をサーチして再生する
技術が開示されている。
【先行技術文献】
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【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２０１０－２０６７１６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、特許文献１には、コンテンツの再生中に再生箇所の移動を行う技術につ
いては開示されているが、再生箇所の移動と音量制御とを併せて行う技術については、開
示も示唆もなされていない。
【０００７】
　このため、例えばコンテンツの音量が小さいためにユーザーが音声を聞き逃した場合の
ように、再視聴と音量アップとの両方を所望する場合に、ユーザーは再生装置に対する逆
送り操作と、出力装置に対する音量アップ操作とを、個別に行う必要があった。
【０００８】
　本発明の目的は、上記の状況に鑑み、再生装置及び出力装置を含む再生システムにおい
て、再生装置における再生制御と出力装置における音量制御とを簡易な操作で行うことが
可能な再生装置、出力装置、及び再生システムを提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上記目的を達成するために本発明の再生装置は、再生情報を再生して音声信号を出力す
る再生装置であって、前記音声信号に基づいて音声を出力する出力装置を接続するよう構
成された接続部と、前記出力装置に対する制御信号を前記接続部を用いて送信する信号送
出部と、前記再生情報の再生中に戻し再生指示を検知した場合に、前記再生情報の再生箇
所を再生方向の逆方向へ移動させ、前記出力装置の出力音量を変更する制御信号を前記出
力装置へ送信するよう前記信号送出部を制御する再生制御部と、を有することを特徴とし
ている。
【００１０】
　この構成によると、再生装置は、再生中に戻し再生指示、例えばユーザーによる戻し再
生キーの押下を検知した場合に、出力装置の出力音量を変更する制御信号を送信するとと
もに、再生中の再生箇所を、再生方向の逆方向へ移動させる。これによりユーザーは、再
生装置に対する操作のみで、再生装置における再生の逆送りと、出力装置における音量変
更とを、併せて行うことができる。従って、個々の装置に対して個別の操作指示を行う必
要がなく、操作の手間を省くことができる。
【００１１】
　また上記の構成から成る再生装置は、前記再生制御部が、前記再生情報の戻し再生開始
位置から前記戻し再生指示を検知した位置までを再度再生する期間中、前記出力装置が変
更後の出力音量で音声を出力するよう前記信号送出部を制御する構成にするとよい。
【００１２】
　この構成によると、再生情報の戻し再生開始位置から戻し再生指示を検知した位置まで
を再度再生する期間中、変更後の出力音量を維持することができる。
【００１３】
　また上記の構成から成る再生装置は、前記再生情報の戻し再生開始位置から前記戻し再
生指示を検知した位置までを再度再生する期間が終了すると、前記出力装置の出力音量を
変更前の出力音量へ戻すよう前記信号送出部を制御する構成にするとよい。
【００１４】
　この構成によると、再生情報の戻し再生開始位置から戻し再生指示を検知した位置まで
を再度再生する期間が終了した後、ユーザーが手動で出力音量を戻し再生前の音量に戻す
必要がなく、操作の手間を省くことができる。
【００１５】
　また上記の構成から成る再生装置は、音声信号の音量を検出する解析部を有し、前記再
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生制御部は、前記戻し再生指示を検知した場合に、前記解析部により検出された前記音量
に基づいて前記再生情報の再生箇所を移動させる構成にするとよい。
【００１６】
　この構成によると、再生情報から生成される音声信号の音量に基づいて、再生中の再生
箇所を移動させる。このため、例えば音量が極端に低い場合に再生箇所の移動を行う等、
音量に応じた再生制御を行うことが可能である。
【００１７】
　また上記の構成から成る再生装置は、前記再生制御部が、前記戻し再生指示を検知した
場合に、前記解析部により検出された前記音量に基づいて、前記制御信号により変更する
前記出力音量の変更量を決定する構成にするとよい。
【００１８】
　この構成によると、再生情報から生成される音声信号の音量に基づいて、出力装置の出
力音量を変更する。このため、例えば音量が極端に低い場合に、再生箇所の移動を行うと
ともに出力音量を増加させる等、音量に応じた出力装置の制御を行うことが可能である。
【００１９】
　また上記の構成から成る再生装置は、前記解析部が、前記再生情報の音量と所定の閾値
とを比較し、前記再生制御部は、前記比較の結果に基づいて、前記再生情報の再生箇所を
再生方向の逆方向へ移動させる移動量を決定し、前記比較の結果に基づいて、前記制御信
号により前記出力音量を増加させる増加量を決定する構成にするとよい。
【００２０】
　この構成によると、再生情報の音量と所定の閾値との比較結果に基づいて、再生中の再
生箇所の逆送り、及び音量の増加を行う。このため、例えば音量が閾値より低く、ユーザ
ーが聞き取りにくいことが推定される再生箇所について、逆送り及び音量増加を行い、再
視聴を行うことができるようにする。これにより、ユーザーが手動で逆戻し操作及び音量
増加操作を行う手間を省くことができる。
【００２１】
　また上記の構成から成る再生装置は、集音装置、または前記集音装置を接続するよう構
成された接続端子を有し、前記解析部は、前記再生情報に基づいて生成される音声信号の
音量と前記集音装置が集音した音声の音量とを比較し、前記再生制御部は、前記戻し再生
指示を検知した場合に、前記集音装置を用いた前記比較の結果に基づいて、前記再生情報
の再生箇所を移動させる構成にするとよい。
【００２２】
　この構成によると、再生情報の音量と集音装置で検知された音量との比較結果に基づい
て、再生中の再生箇所の逆送りを行う。これにより、例えばユーザーの周辺環境に一時的
に騒音が発生した場合に、ユーザーが聞き取りづらかったと推定される再生区間だけ逆送
りを行い、再視聴可能とする。このため、ユーザーが逆送り区間を手動で調整する手間を
省くことができる。
【００２３】
　また上記の構成から成る再生装置は、操作部を有し、前記再生制御部は、前記操作部に
対する所定操作が検知された場合、または前記接続部を介して所定の制御信号を受信した
場合に、前記戻し再生指示を検知したと判定し、前記再生情報の再生箇所の移動、及び前
記出力装置の出力音量を変更する制御信号の送信制御を行う構成にするとよい。
【００２４】
　この構成によると、ユーザーは再生装置の操作部に対するキー操作、または接続部によ
り接続された外部装置に対する操作のみにより、再生装置における再生箇所の移動と、音
出力装置における音量変更とを行うことができる。
【００２５】
　また上記の構成から成る再生装置は、前記再生制御部により移動される前記再生情報の
再生箇所の移動量、または再生制御部により変更される前記出力装置の出力音量の変更量
を受け付ける設定部を有し、前記再生制御部は、前記設定部により受け付けられた内容に
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基づき、前記再生情報の再生箇所の移動、または前記出力装置の出力音量を変更する制御
信号の生成を行う構成にするとよい。
【００２６】
　この構成によると、再生箇所の移動量及び出力音量の変更量を、ユーザーが予め指定す
ることが可能である。
【００２７】
　また上記の構成から成る再生装置は、前記接続部が、ＨＤＭＩ（High-Definition Mult
imedia Interface）端子を有し、前記再生制御部は、ＣＥＣ（Consumer Electronics Con
trol）に基づいて、前記出力装置の出力音量を変更する制御信号を送信するよう前記信号
送出部を制御する構成にするとよい。
【００２８】
　この構成によると、ＨＤＭＩ端子及びＣＥＣに対応する出力装置に対して、出力音量を
変更する制御信号を送信し、再生装置における再生箇所の移動と連動して音量変更を行う
ことが可能である。
【００２９】
　また本発明の再生システムは、上記に記載した構成の再生装置と、前記再生装置を接続
するよう構成された、前記再生装置より前記音声信号が入力されて音声を出力する出力装
置と、を有すること、を特徴とする。
【００３０】
　この構成によると、ユーザーは、再生装置に対する操作のみで、再生装置における再生
箇所移動と、出力装置における音量変更とを、併せて行うことができる。従って、個々の
装置に対して個別の操作指示を行う必要がなく、操作の手間を省くことができる。
【００３１】
　また本発明の出力装置は、音声信号が入力されて音声を出力する出力装置であって、再
生情報を再生して音声信号を出力する再生装置を接続するよう構成された接続部と、前記
再生装置に対する制御信号を前記接続部を用いて送信する制御部と、を有し、前記制御部
は、戻し再生指示を検知した場合に、前記再生装置が再生する前記再生情報の再生箇所を
再生方向の逆方向へ移動させる制御信号を前記接続部を用いて前記再生装置へ送信し、前
記出力装置の出力音量を変更すること、を特徴とする。
【００３２】
　この構成によると、ユーザーは、出力装置に対する操作のみで、再生装置における再生
箇所移動と、出力装置における音量変更とを、併せて行うことができる。従って、個々の
装置に対して個別の操作指示を行う必要がなく、操作の手間を省くことができる。
【００３３】
　また本発明の再生システムは、上記に記載した構成の出力装置と、前記出力装置を接続
するよう構成された、再生情報を再生して音声信号を出力する再生装置と、を有すること
、を特徴とする。
【００３４】
　この構成によると、ユーザーは、出力装置に対する操作のみで、再生装置における再生
箇所移動と、出力装置における音量変更とを、併せて行うことができる。従って、個々の
装置に対して個別の操作指示を行う必要がなく、操作の手間を省くことができる。
【発明の効果】
【００３５】
　本発明によれば、再生装置または出力装置の一方に対する操作により、再生装置におけ
る再生制御と、出力装置における音量制御とを、再生情報または集音装置から得られる音
量に応じて行うことができる。このため、ユーザーが各装置に対して個別に逆送り操作や
音量変更操作等を行う場合と比較して、操作の手間を省くことができる。
【図面の簡単な説明】
【００３６】
【図１】第一の実施形態に係る再生装置及び出力装置の構成を示すブロック図である。
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【図２】第一の実施形態に係る設定処理を示すフロー図である。
【図３】第一の実施形態に係る戻し再生処理を示すフロー図である。
【図４】第二の実施形態に係る再生装置及び出力装置の構成を示すブロック図である。
【発明を実施するための形態】
【００３７】
〈実施の形態１〉
　以下に本発明の第１の実施形態を、図面を参照しながら説明する。なお、ここで示す実
施形態は一例であり、本発明はここに示す実施形態に限定されるものではない。
〈１－１．装置構成について〉
【００３８】
　図１は、本発明の第１の実施形態に係る再生システムの構成を示すブロック図である。
本実施形態の再生システムは、ＢＤプレイヤー１（＝再生装置の一例）、及びテレビ装置
２（＝出力装置の一例）を含むように構成されている。なお、ＢＤプレイヤー１に対して
無線信号を送出する装置として、リモコン３（＝操作部の一例）が存在する。
【００３９】
　ＢＤプレイヤー１は少なくとも、制御部１１、メモリ１２、操作部１３、信号処理部１
４、光ディスクドライブ１５、マイク１６（＝集音装置の一例）、赤外線受光部１７、及
びデジタル接続端子１８（＝接続部の一例）を含むように構成されている。
【００４０】
　制御部１１は、ＢＤプレイヤー１の各部材の駆動を制御することにより、画像／音声の
再生処理、制御信号の出力処理等を統括制御するためのものである。制御部１１は例えば
、複数のマイクロプロセッサから構成されている。また制御部１１は、制御部１１が備え
る演算処理装置上で所定のプログラムを実行することにより実現される機能部として、後
述する設定部１１ａ、信号送出部１１ｂ、解析部１１ｃ、及び再生制御部１１ｄを備えて
いる。
【００４１】
　メモリ１２は、ＢＤプレイヤー１が保持する各種データを一時的に記録する媒体であり
、例えば書き込み可能なＲＡＭ（Random Access Memory）等により構成されている。メモ
リ１２は、制御部１１によって情報処理が行われる際の処理データや、ユーザーから受け
た指示命令等を一時的に記録しておくためのバッファメモリとしての役割を持つ。
【００４２】
　操作部１３は、ユーザーが画像／音声の再生等を行うための各種指示をＢＤプレイヤー
１に対して入力するためのものである。操作部１３により入力された指示は、制御部１１
により受け付けられる。指示を受け付けた制御部１１は、指示の内容に基づいて再生処理
等を行う。
【００４３】
　信号処理部１４は、後述する光ディスクドライブ１５等から得られるデジタルデータ、
例えばＴＳ（Transport Stream）を入力し、音声情報を含む音声デジタル信号と、画像情
報を含む画像デジタル信号とに分離する多重分離部である。例えばＴＳであれば、ＴＳを
固定長のＴＳパケットに分割した後に再結合することにより、音声／画像のＰＥＳ（Pack
etized Elementary Stream）を生成する。
【００４４】
　そしてＰＥＳを結合することにより、ＥＳ（Elementary Stream＝符号化された音声／
画像データ）を生成する。さらに信号処理部１４はＥＳの復号を行い、各種デジタル信号
に変換する。復号により得られたデジタル信号は、デジタル接続端子１８へ与えられる。
【００４５】
　光ディスクドライブ１５は、ＤＶＤ（Digital Versatile Disc）メディア或いはＢＤメ
ディア等の光ディスクに対して光学的に各種データの読み取りを行うための光学装置であ
る。光ディスクドライブ１６は、光ピックアップ（不図示）の制御を行うことにより、光
ディスクに光ビームを照射して、光ディスクに記録された音声情報、画像情報等の各種情
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報の読み取りを行う。
【００４６】
　マイク１６は、ＢＤレコーダ１の周辺環境を対象として集音を行う集音装置である。マ
イク１６は、集音した音を電気信号に変換することで、音声信号を生成する。さらに音声
信号はＡ／Ｄ変換によりデジタル信号に変換され、制御部１１へ入力される。
【００４７】
　赤外線受光部１７は、リモコン３から赤外線信号を受信し、受信した赤外線信号をコー
ド信号に変換して制御部１１に出力する。これを受けた制御部１１は、赤外線信号に含ま
れるコード信号に基づき、リモコン３でユーザーが実行した操作の内容を判別し、再生処
理や早送り処理等を行う。
【００４８】
　デジタル接続端子１８は、ＢＤプレイヤー１とテレビ装置２とを不図示のＨＤＭＩ（Hi
gh-Definition Multimedia Interface）ケーブルによりデジタル接続し、デジタル信号の
入出力を行う。デジタル接続端子１８で接続された出力装置（本実施形態ではテレビ装置
２）は、ＣＥＣ（Consumer Electronics Control）等のプロトコルを用いた通信制御によ
り、双方向にデータ通信を行うことが可能である。
【００４９】
　ＣＥＣを用いることにより、例えばＢＤプレイヤー１とテレビ装置２とで電源のオン／
オフを同期させるといった、装置間での連動処理を実現することが可能である。なお本実
施形態では、後述する戻し再生処理を実施するために、デジタル接続端子１８が用いられ
る。
【００５０】
　テレビ装置２は、不図示のＨＤＭＩケーブルによりＢＤプレイヤー１に接続された出力
装置である。テレビ装置２は、ＢＤプレイヤー１との間で、ＣＥＣによる装置間通信を行
うことが可能である。
【００５１】
　テレビ装置２は少なくとも、制御部２１、メモリ２２、操作部２３、放送受信部２４、
信号処理部２５、画像音声出力部２６、赤外線受光部２７、及びデジタル接続端子２８を
含むように構成されている。なお、メモリ２２、操作部２３、信号処理部２５、赤外線受
光部２７、及びＨＤＭＩ端子２８については、ＢＤプレイヤー１が有する各装置とほぼ同
一の構成であるため、説明を省略するものとする。
【００５２】
　制御部２１は、テレビ装置２の各部材の駆動を制御することにより、画像／音声の出力
処理等を統括制御するためのものである。制御部２１は例えば、複数のマイクロプロセッ
サから構成されている。
【００５３】
　放送受信部２４は、不図示のアンテナに接続されてデジタル／アナログ放送の選局、受
信、周波数変換、増幅、復調等を行う。放送受信部１４は、アナログ方式であればアナロ
グチューナ、画像中間周波増幅回路、復調回路、及び増幅回路等を含むように構成されて
いる。またデジタル方式であれば、デジタルチューナ、及び誤り訂正部等を含むように構
成されている。
【００５４】
　画像音声出力部２６は、放送受信部２４により復調されて信号処理部２５により生成さ
れた画像／音声の出力を行う。また画像音声出力部２６は、デジタル接続端子２８により
入力された画像／音声の出力を行う。具体的には、画像音声出力部２６は、液晶ディスプ
レイ、ＥＬディスプレイ、又はプラズマディスプレイのような表示装置を含む構成となっ
ている。また画像音声出力部２６は、スピーカー等の音響装置を含む構成となっている。
【００５５】
　リモコン３は、ユーザーがＢＤプレイヤー１に対して各種操作を行うための操作装置で
ある。リモコン３は、ユーザーが再生制御を行うための再生キーや早送りキー等を含むよ
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うに構成されている。なお本実施携帯のリモコン３は、後述する戻し再生処理の実施をユ
ーザー指示するための戻し再生キーを有する。
【００５６】
〈１－２．機能部について〉
　次に、本実施形態の第１の実施形態の再生システムが戻し再生を実施するための各機能
部の構成について、図面を用いつつ説明する。なお、本実施形態における「戻し再生」と
は、コンテンツ（＝再生情報の一例）の再生中に再生方向とは逆方向へ再生箇所を移動さ
せ、再生済みのシーンを再生する処理を指すものとする。
【００５７】
　図１に示すように本実施形態のＢＤプレイヤー１は、設定部１１ａ、信号送出部１１ｂ
、解析部１１ｃ、及び再生制御部１１ｄを備えている。
【００５８】
　設定部１１ａは、本発明の戻し再生機能を使用するか否かの設定を、操作部１３により
受け付ける。また、戻し再生を実施する場合における、再生方向とは逆方向へ移動させる
再生時間の長さ（以下、「戻り時間」という）と、音量変更量とを、ユーザーが手動設定
するか、或いは自動設定するかの選択を受け付ける。手動設定することが操作部１３によ
り選択された場合、戻り時間及び音量変更量の入力を受け付ける。
【００５９】
　信号送出部１１ｂは、ＣＥＣ等のプロトコルに基づく制御信号を、デジタル接続端子１
８を介して外部装置（本実施形態ではテレビ装置２）へ送信する。本実施形態の信号送出
部１１ｂは、後述する再生制御部１１ｄからの指示に基づき、テレビ装置２の音量を増減
させる音量調整用の制御信号を、デジタル接続端子１８を用いて出力する。
【００６０】
　解析部１１ｃは、信号処理部１４により再生されているコンテンツの音量を解析し、コ
ンテンツの音量が大きく落ち込む再生箇所を検出する。具体的には例えば、解析部１１ｃ
は、信号処理部１４によりデコードされて生成されたＰＣＭ（Pulse Code Modulation）
信号の波形を解析することにより、音量の解析を行う。
【００６１】
　また解析部１１ｃは、解析したコンテンツの音量と、マイク１６により集音された音量
とを比較する。比較の結果、周辺環境の音量とコンテンツの音量との差が所定値を超える
場合に、再生制御部１１ｄへの通知を行う。
【００６２】
　再生制御部１１ｄは、解析部１１ｃの解析結果に基づき、コンテンツの音量が大きく落
ち込む再生箇所を対象として、戻し再生を行う。また再生制御部１１ｄは、解析部１１ｃ
からの上記通知に基づき、マイク１６により集音された音量がコンテンツの音量を大きく
超えた再生箇所を対象として、戻し再生を行う。
【００６３】
　また再生制御部１１ｄは、コンテンツの音量が大きく落ち込んでいる再生箇所の戻し再
生を行う場合に、テレビ装置２の出力音量を大きくするための制御信号を送信するよう、
信号送出部１１ｂを制御する。これにより、音量が小さい再生箇所の音声を聞き取りやす
くする。
【００６４】
〈１－３．設定処理について〉
　ここで、本発明の第１の実施形態に係るＢＤプレイヤー１が実施する設定処理の処理フ
ローを、図２のフロー図を用いながら説明する。なお図２に示す処理は、ＢＤプレイヤー
１の電源が起動され、且つＣＥＣに対応する出力装置（本実施形態ではテレビ装置２）が
ＨＤＭＩケーブル等により双方向通信接続されたことが検知された時点で開始される。
【００６５】
　本処理の開始後、設定部１１ａはステップＳ１１０において、双方向通信接続されたテ
レビ装置２が有する機能を検出する。そして設定部１１ａはステップＳ１２０において、
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テレビ装置２が音量制御用の制御信号に対応しているか否かを判定する。対応していない
場合、本処理を終了する。また、戻し再生機能が予めユーザーによりオフ設定されている
場合も、同様に本処理を終了する。
【００６６】
　制御信号に対応している場合、設定部１１ａはステップＳ１３０において、戻し再生機
能に関する設定を、ユーザーが手動設定するか否かの選択を、操作部１３により受け付け
る。
【００６７】
　手動設定することがユーザーにより選択された場合、設定部１１ａはステップＳ１４０
において、戻り時間の指定を待ち受ける。次に設定部１１ａはステップＳ１５０において
、テレビ装置２の音量増加量の指定を待ち受ける。
【００６８】
　一方、自動設定することがユーザーにより選択された場合、設定部１１ａはステップＳ
１４１において、マイク音量を用いた戻り時間の自動調整をオンに設定する。次に設定部
１１ａはステップＳ１５１において、コンテンツ音量を用いた戻り時間及び音量変更量の
自動調整をオンに設定する。
【００６９】
　次に設定部１１ａはステップＳ１６０において、設定された内容をメモリ１２に記録し
た後、本処理を終了する。
【００７０】
〈１－４．戻し再生処理について〉
　ここで、本発明の第１の実施形態に係る再生システムが実施する戻し再生処理の処理フ
ローを、図３のフロー図を用いながら説明する。なお図３に示す処理は、ＢＤプレイヤー
１にてコンテンツの再生指示が検知された段階で開始される。なお、ＢＤプレイヤー１で
再生された画像／音声はテレビ装置２より出力され、ユーザーが視聴可能となる。
【００７１】
　再生制御部１１ｄはステップ２１０において、指定されたコンテンツの再生処理を行う
よう、信号処理部１４を制御する。次に再生制御部１１ｄはステップＳ２２０において、
操作部１３またはリモコン３に含まれる戻し再生キーの押下が検知されたか否かを判定す
る。
【００７２】
　押下が検知されていない場合、ステップＳ２１０へ再び移行し、再生処理を実施する。
押下が検知された場合、再生制御部１１ｄはステップＳ２３０において、ユーザー設定（
図２のステップＳ１４０～ステップ１５０）により、戻り時間の長さ及び音量調整量が設
定されているか否かを判定する。
【００７３】
　ユーザー設定がなされている場合、再生制御部１１ｄはステップＳ３１０において、ユ
ーザー設定されている戻り時間だけ戻し再生を行う。
【００７４】
　次に再生制御部１１ｄはステップＳ３２０において、ユーザー設定された音量増加量だ
けテレビ装置２の出力音量をアップするための制御信号を出力するよう、信号送出部１１
ｂを制御する。出力が完了した後、後述するステップＳ３５０へ移行する。
【００７５】
　ステップＳ２３０に戻って説明を行うと、ステップＳ３１０においてユーザー設定がな
されていない場合、解析部１１ｃはステップＳ２４０において、マイク１６が集音した音
量からコンテンツの音量を差し引いた差分を算出する。そしてこの差分が所定値を超える
か否かを判定する。なおこの所定値は、ユーザーの視聴の妨げとなると推定される音量に
基づいて、予めＢＤプレイヤー１の設計段階等において定められているものとする。
【００７６】
　差分が所定値を超えている場合、つまり周辺環境の音量がコンテンツの音量よりも非常
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に大きい場合、再生制御部１１ｄはステップＳ２６１において、差分が所定値を下回るま
で戻し再生を行う。次に再生制御部１１ｄはステップＳ２７１において、戻し再生後の再
生箇所から、再び再生を行う。再生が開始されると、本処理を終了する。或いは、再びス
テップＳ２１０へ移行し、コンテンツの再生を行う。
【００７７】
　一方、差分が所定値を超えていない場合、解析部１１ｃはステップＳ２６０において、
コンテンツの再生音量を検出し、所定の閾値と比較する。次に再生制御部１１ｄはステッ
プＳ２７０において、上記の比較結果に基づいて、コンテンツの再生音量が極端に低下し
ている再生箇所があるか否かを判定する。
【００７８】
　該当箇所がない場合、再生制御部１１ｄはステップＳ２８０において、ユーザー操作に
よる手動の戻し再生を行うことを促すメッセージを含む画像信号を生成し、テレビ装置２
へ出力する。これは、ユーザーが聞き取りにくかったと推定されるシーンを、再生制御部
１１ｄが検出できなかったためである。
【００７９】
　一方、該当箇所がある場合、再生制御部１１ｄはステップＳ３３０において、音量低下
箇所の先頭まで戻し再生を行う。次に再生制御部１１ｄはステップＳ３４０において、コ
ンテンツ音量の低下度合いに応じた音量増加用の制御信号を出力するよう、信号送出部１
１ｂを制御する。
【００８０】
　次に再生制御部１１ｄはステップＳ３５０において、戻し再生後の再生箇所から、再び
再生を行う。戻し再生により逆送りした再生箇所の再生が完了すると、再生制御部１１ｄ
はステップＳ３６０において、低下させていたテレビ装置２の音量を元に戻すための音量
低減用の制御信号を出力するよう、信号送出部１１ｂを制御する。出力が完了すると、本
処理を終了する。或いは、再びステップＳ２１０へ移行し、コンテンツの再生を行う。
【００８１】
　以上に説明した本実施形態では、ＢＤプレイヤー１が、出力装置であるテレビ装置２と
の接続を行うデジタル接続端子１８と、テレビ装置２に対する制御信号をデジタル接続端
子１８を介して送信する信号送出部１１ｂと、コンテンツの再生中に戻し再生キーの押下
を検知した場合にテレビ装置２の出力音量を変更する制御信号を送出し、戻し再生を行う
再生制御部１１ｄと、を有する。
【００８２】
　これによりユーザーは、ＢＤプレイヤー１に対する操作のみで、ＢＤプレイヤー１にお
ける戻し再生と、テレビ装置２における音量変更とを、併せて行うことができる。従って
、個々の装置に対して個別の操作指示を行う必要がなく、操作の手間を省くことができる
。
【００８３】
　また本実施形態では、ＢＤプレイヤー１が、コンテンツの音量を検出する解析部１１ｃ
と、マイク１６とを有し、解析部１１ｃによるコンテンツ音量またはマイク音量の解析結
果に基づき、戻し再生及び音量変更を行う。
【００８４】
　このため、例えば音量が極端に低いシーンが検出された場合や、ユーザーの周辺環境に
一時的に騒音が発生し、再生中の音声を聞き取りづらかった場合に、検出された音量に基
づいて戻し再生を行い、必要に応じて音量を変更し、ユーザーが再視聴できるようにする
。これにより、ユーザーが逆送りする量や増加させる音量を手動で指定する必要がなく、
操作の手間を省くことができる。
【００８５】
　また本実施形態では、再生制御部１１ｄが戻し再生を行った後、戻し再生実施前の再生
箇所へ戻った場合に、テレビ装置２の出力音量を、変更前の出力音量へ戻す制御信号を送
信する。このため、ユーザーが手動で元の出力音量に戻す必要がなく、操作の手間を省く
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ことができる。
【００８６】
〈実施の形態２〉
　以下に本発明の第２の実施形態を、図面を参照しながら説明する。
【００８７】
〈２－１．内部構成について〉
　図４は、本発明の第２の実施形態に係る再生システムの構成を示すブロック図である。
本実施形態の再生システムは、ＢＤプレイヤー１、及びテレビ装置２を含むように構成さ
れている。また、テレビ装置２に対して無線信号を送出する装置として、リモコン４が含
まれている。なお、ＢＤプレイヤー１、及びテレビ装置２の概要については実施の形態１
と同様であるため、ここでは説明を省略する。
【００８８】
　リモコン４は、ユーザーがテレビ装置２に対して各種操作を行うための操作装置である
。リモコン４は、ユーザーが選局操作を行うための複数の操作キー、例えば１～１２の数
字キーを含むように構成されている。
【００８９】
　またリモコン４は、デジタル接続端子２８によりテレビ装置２にＨＤＭＩ接続された再
生装置（本実施形態ではＢＤプレイヤー１）の再生制御を行うための操作キー、例えば再
生キーや早送りキー等を含むように構成されている。また本実施携帯のリモコン４は、戻
し再生処理の実施をユーザーが指示するための戻し再生キーを含むように構成されている
。
【００９０】
〈２－２．機能部について〉
　実施の形態１と同様の構成であるが、再生制御部１１ｄの機能が実施の形態１と一部異
なる。本実施形態の再生制御部１１ｄは、操作部１３に含まれる戻し再生キーがユーザー
により押下されたか否かの判定（図３のステップＳ２２０）に加え、リモコン４に含まれ
る戻し再生キーがユーザーにより押下されたか否かを判定する。
【００９１】
　より具体的に説明すると、リモコン４に含まれる戻し再生キーが押下されたことにより
出力される赤外線信号が、赤外線受光部２７によって受光され、リモコンコードに変換さ
れて制御部２１へ与えられる。
【００９２】
　このリモコンコードを検知した制御部２１は、デジタル接続端子２８を用いて、ＢＤプ
レイヤー１に対して戻し再生の実施を指示する制御信号を送信する。この制御信号をデジ
タル接続端子１８を介して検知した再生制御部１１ｄは、外部装置（本実施形態ではテレ
ビ装置２）において、戻し再生の実行指示が入力されたと判定する。
【００９３】
　この結果、ＢＤプレイヤー１はステップＳ２３０以降の処理を実施し、戻し再生処理を
行う。なお、戻し再生処理の詳細については実施の形態１と同様であるため、ここでは説
明を省略する。
【００９４】
　なお、上記実施形態の変形例として、戻し再生の実行指示を制御部２１が検知した時点
で、ＢＤプレイヤー１から送られてくる音量増加用の制御信号の受信を待たずに、テレビ
装置２側で所定音量だけ出力音量を増加させる形態でもよい。
【００９５】
　以上に説明した本実施形態では、音声信号が入力されて音声を出力するテレビ装置２が
、再生情報を再生して音声信号を出力するＢＤプレイヤー１との接続を行うデジタル接続
端子２８と、ＢＤプレイヤー１に対する制御信号をデジタル接続端子２８を用いて送信す
る制御部２１と、を有する。制御部２１は、戻し再生指示を検知した場合に、ＢＤプレイ
ヤー１が再生するコンテンツの再生箇所を再生方向の逆方向へ移動させる制御信号をデジ
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タル接続端子２８を用いてＢＤプレイヤー１へ送信し、テレビ装置２の出力音量を変更す
る。
【００９６】
　これにより、ユーザーは、テレビ装置２に対する操作のみで、ＢＤプレイヤー１におけ
る戻し再生と、テレビ装置２における音量変更とを、併せて行うことができる。従って、
個々の装置に対して個別の操作指示を行う必要がなく、操作の手間を省くことができる。
［その他の実施の形態］
【００９７】
　以上、好ましい実施の形態及び実施例をあげて本発明を説明したが、本発明は必ずしも
上記実施の形態及び実施例に限定されるものではなく、その技術的思想の範囲内において
様々に変形して実施することができる。
【００９８】
　従って本発明は、以下の形態にも適用可能である。
【００９９】
　（Ａ）上記実施形態では、本発明の戻し再生処理を実施する再生装置としてＢＤプレイ
ヤー１を例示したが、これ以外の再生装置で本発明の戻し再生処理を実施する形態でもよ
い。例えば、ＤＶＤプレイヤーやＨＤＤレコーダ等の再生装置において、本発明の戻し再
生処理を実施する形態でもよい。
【０１００】
　（Ｂ）上記実施形態では、ＢＤプレイヤー１とテレビ装置２とを接続する方法として、
ＨＤＭＩ－ＣＥＣを用いた例を例示しているが、これ以外のデジタル通信方法により相互
間通信を行うことにより、本発明の戻し再生処理を実施する形態でもよい。
【０１０１】
　（Ｃ）上記実施形態では、戻し再生を実施するトリガとしてユーザー操作を例示してい
るが、ユーザー操作を必要とせず、装置側で自動的に戻し再生を行う形態でもよい。例え
ば、コンテンツの音量とマイク１６により集音された音量とが大きく異なることが検出さ
れたことをトリガとして、所定の再生時間（例えば１０秒）だけ戻し再生を行う形態でも
よい。なお、頻繁に戻し再生が発生する場合はこの機能を自動的にオフにしたり、或いは
、戻し再生機能のオン／オフ設定を予め設定部１１ａがユーザーより受け付ける形態でも
よい。
【０１０２】
　（Ｄ）上記実施形態では、ＢＤプレイヤー１がマイク１６を有しているが、図示しない
接続端子をＢＤプレイヤー１が有し、集音機能を有する集音装置をこの接続端子により外
部接続することにより、集音を行う形態でもよい。
【符号の説明】
【０１０３】
　　　１　　ＢＤプレイヤー（再生装置）
　　　２　　テレビ装置（出力装置）
　　　３　　リモコン（操作部）
　　　４　　リモコン（操作部）
　　　１１　　制御部
　　　１１ａ　設定部
　　　１１ｂ　信号送出部
　　　１１ｃ　解析部
　　　１１ｄ　再生制御部
　　　１２　　メモリ
　　　１３　　操作部
　　　１４　　信号処理部
　　　１５　　光ディスクドライブ
　　　１６　　マイク（集音装置）
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　　　１７　　赤外線受光部
　　　１８　　デジタル接続端子（接続部）
　　　２１　　制御部
　　　２２　　メモリ
　　　２３　　操作部
　　　２４　　放送受信部
　　　２５　　信号処理部
　　　２６　　画像音声出力部
　　　２７　　赤外線受光部
　　　２８　　デジタル接続端子（接続部）

【図１】 【図２】
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